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【町 の 位 置】北緯34度51分　東経135度51分　海抜118メートル（役場）
【町の面積】58.26平方キロメートル
【人のうごき】人口 9,844人（－5）　男 4,890人（+3）　女 4,954人（－8）
　　　　　出生 6人　 死亡 14人　 転入 27人　 転出 24人
　　　　　世帯数 3,534世帯（0）
　　　　　※平成26年１月１日現在。　（　）内は前月との比較。
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親子ら60人集い
つきたてのおもちに舌鼓
　１月15日、親子や地域住民のつどいの場「みんなの家」で「お
もちつき」が行われました。子育て支援センターが、就学前の
親子らを対象とする「まいまいおでかけ広場」のイベントとし
て企画したもので、参加した親子ら60人は、杵と臼でつきあげ
られたおもちをほお張り、交流を楽しみました。
　前日から楽しみにしていたという國本皐生くん（３）は「はじめ
てのきなこもちおいしかった」とにんまり。母の香織さん（28）も「つ
きたてのおもちはやわらかくておいしかった」と話しました。
　なお、「みんなの家」は毎週水・金曜日の午前 10 時～午後３
時に開館。ＪＡ宇治田原町支店の南東の古民家（立川平岡）。
子育て中の親子をはじめ、誰もが気軽に立ち寄っていただく交
流の場です。

ぺ
っ
た
ん
、
ぺ
っ
た
ん
。

み
ん
な
の
家
で
お
も
ち
つ
き



外も中も大人
な男性に！
永谷真一さん

責任ある行動
と禁酒。
西野聡さん

感謝を忘れ
ない！
緒方隼人さん

常に前進！
梶比呂香さん

まわりの人に愛
を持って…。
森麻奈さん

後ろを振り向
かない！！
中森暢孝さん

カッコイイ
大人。
飯川椎奈さん

一人の大人とし
て社会や地域に
貢献したい。
小森雪菜さん

人にやさしく、
自分に厳しく！
　小山直人さん

世界一の優男 !!
永井勇人さん

大人らしく毎日を笑顔
で過ごす！
岩﨑真優さん ㊨
健康でありますよう
に。
堀口莉世さん

今を精一杯楽しめ
るようにしたい！
奥田夕貴さん ㊧

夢に向かって元
気 健康！
足　瑞貴さん
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は
た
ち
の
門
出
を
祝
う

成
人
式
が
１
月
12
日
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
華
や
か
な
振

袖
や
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
は
、
懐
か

し
い
仲
間
と
の
再
会
を
喜

び
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

凛
と
し
た
表
情
で
式
典

に
臨
ん
だ
新
成
人
95
人

は
、
人
生
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
噛
み
し
め
、
決
意

新
た
に
大
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
西

野
聡
さ
ん
が
、
多
く
の
人

の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
こ
と

へ
の
感
謝
を
述
べ
、「
自

分
自
身
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
私
た
ち
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
背
負
っ
て
い

く
と
い
う
覚
悟
と
と
も

に
、
今
日
か
ら
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

新成人114人
多くの温もり胸に
決意新たに門出

１）懐かしいや仲間や恩師の顔を見つけては写真撮影。２）好きな一文字を選んで筆をふるう新成人。３）「今年さらなる飛躍を期待するはたちの有名人」への模擬投票を体験。結果は
①能年玲奈27票②山田涼介21票③福士蒼汰14票④渡辺麻友９票。４）集合写真の撮影時、カメラマンから「好きなポーズとってください」。

Coming　of　age
　Ceremony

４２ ３

１

は
た
ち
の
抱
負

成
人
式
に
出
席
し
た
新

成
人
に
伺
い
ま
し
た
。

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

成人式を欠席された方へ　　　　 当日贈りました記念品をお渡しします。２月28日（金）までに総合文化センター内教育委員会教育課（☎88－5850）まで。

広報うじたわら 平成26年２月号03

　

町
消
防
団
（
＝
桝
村
昌
弘
団

長
）
の
平
成
26
年
出
初
式
が
１
月

12
日
、
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、消
防
団
員
ら
３
５
０
人
が
、

一
年
の
防
災
・
防
火
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

寒
風
が
吹
く
中
、
消
防
団
を
先

頭
に
、
消
防
団
支
援
隊
、
消
防
分

署
、
工
業
団
地
自
衛
消
防
隊
（
＝

辻
井
基
博
隊
長
）、
禅
定
寺
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
（=

西
出
貴
美
江
委

員
長
）
が
、
凛
と
し
た
分
列
行
進

で
入
場
。
西
谷
信
夫
町
長
は
「
昨

年
の
台
風
18
号
の
際
、
消
防
団
員

ら
の
昼
夜
を
問
わ
な
い
活
動
の
お

か
げ
で
人
的
被
害
が
で
な
か
っ
た
。

町
と
し
て
も
し
っ
か
り
安
心
安
全

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
年
も
自
分
達
の
ま
ち
を
自
分
達

で
守
る
と
い
う
崇
高
な
理
念
の
も

と
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

式
辞
。
桝
村
団
長
は
「
住
民
の
安

心
安
全
を
守
る
た
め
防
火
・
防
災

活
動
に
尽
力
し
、
団
員
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
活
動
い
た

だ
き
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、
優
良
団
員
と
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
全
支
部
が

田
原
川
へ
向
け
一
斉
に
カ
ラ
ー
放

水
し
、
ま
ち
の
安
心
・
安
全
を
願

い
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
皆
さ

ん
（
敬
称
略
）。

■
優
良
団
員
表
彰
者
等

▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・
勤

功
章
▽
廣
垣
誠

▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・
精

績
章
▽
青
山
裕
司
▽
田
村
徹

▼
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
・
精

勤
章
▽
清
水
宗
敏
▽
廣
垣
稔
▽
茨

木
伸
悟
▽
竹
岡
茂
樹

▼
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長

表
彰
▽
大
川
敬
剛
▽
谷
口
重
幸
▽

上
野
裕
士
▽
大
西
武
▽
松
本
和
晃

▽
上
田
恭
久
▽
楳
木
悟
志
▽
上
辻

隆
廣
▽
浅
田
和
也
▽
松
原
慎
也
▽

田
中
厚
行
▽
堀
井
賢
一
郎
▽
光
島

等
▽
上
野
義
次
▽
本
政
伸
彦

▼
宇
治
田
原
町
長
表
彰
▽
辻
橋
章

人
▽
木
原
征
紀
▽
上
田
真
嗣
▽
上

辻
克
幸
▽
馬
場
久
雄
▽
今
西
秀
郷

▽
岡
本
博
和
▽
細
谷
直
己
▽
木
元

英
雄
▽
乾
友
和

▼
宇
治
田
原
町
消
防
団
長
表
彰
▽

京
谷
雄
三
▽
大
谷
英
明
▽
山
下
大

輔
▽
今
西
佑
紀
▽
永
谷
昌
也
▽
奥

谷
智
之
▽
藤
田
義
人
▽
永
谷
竜
太

▽
木
谷
矩
幸
▽
谷
口
真
哉
▽
森
井

勝
勧
▽
谷
口
泰
平
▽
下
岡
直
人
▽

浅
田
樹
伸
▽
井
山
大
輔
▽
福
井
一

真
▽
茨
木
博
▽
清
水
和
生
▽
早
田

和
充
▽
畑
明
宏

〔
表
彰
を
披
露
さ
れ
た
受
章
者
〕

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
・
精
績

章
▽
垣
内
英
孝

▼
京
都
府
知
事
表
彰
・
永
年
勤
続

功
労
章
▽
藤
田
真
至

▼
京
都
府
知
事
表
彰
・
精
励
章
▽

中
田
英
貴
▽
松
木
厚
志
▽
上
尾
心

▽
田
村
豪
志

■
第
５
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
者

▼
最
優
秀
賞
▽
佐
藤
嘉
洋
（
田
小

６
年
）

▼
優
秀
賞
▽
田
村
穂
波
（
宇
治
田

原
小
４
年
）
▽
青
山
奈
生
（
同
）

▽
森
田
陽
菜
（
同
）
▽
安
井
日
奈

子
（
同
）
▽
森
本
帆
風
（
田
原
小

６
年
）
▽
西
方
瑞
稀
（
同
）
▽
西

山
ひ
か
り（
同
）▽
大
澤
夢
来（
維

孝
館
中
２
年
）
▽
上
島
彩
楽
（
同
）

▽
土
井
内
公
香
（
同
）
▽
中
村
知

優
（
同
）

■問
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

マスクや手洗い
だけで防げない「麻しん」
予防接種はお済みですか？

　現在、山城北地域で麻しん患者が発生しています。麻し
んワクチンを接種していない方はできるだけ早く接種し
てください。１回だけの接種では、十分な免疫を獲得でき
ていない可能性がありますので、２回接種してください。
■麻しんとは？
　一般に「はしか」と呼ばれる麻しんは、患者のせきや
くしゃみのしぶきの中に含まれる麻しんウイルスを吸い
込むことによって感染。感染力が強く、免疫を持ってい
ない人は、ほぼ100％発症すると言われています。肺炎
や中耳炎を合併しやすく、患者1,000人に１人の割合で
脳症が発症すると言われています。感染してから約10
日後に次のような症状がでます。①発熱、せき、鼻水等
の症状（風邪と類似）②高熱（39℃以上）、赤い発しん
■麻しん予防にはワクチン接種が有効
　麻しんは感染力が強く、空気感染もするので、手洗い、
マスクのみで予防はできません。ワクチン接種が有効な予
防法と言えます。予防接種は免疫が獲得できるよう２回接
種してください。このほかの対策として▶十分な栄養と睡
眠をとる▶帰宅したら手洗い、うがいをする▶人ごみを
避け、無用な外出をしない▶麻しん患者との接触を避ける。
　１歳児、小学校入学前１年間の幼児には、麻しん風し
ん予防接種（ＭＲ）を定期接種しています（１歳児には
１歳になった月末、就学前１年間の幼児には当該年度の
初めに予診票を送付）。定期接種の時期にない方で、「麻
しんにかかったことがなく、ワクチンを 1 回も受けた
ことのない人」は、かかりつけの医師にご相談ください。

■問保健センター ☎88－6636

安心・安全の誓い新たに
平成２６年宇治田原町消防団出初式

田
原
交
番
の

移
転
と
名
称
変
更

infomation

山城地域で

患者発生中

こちら消防分署 ■問宇治田原分署　☎88－5500

　冬の火の取扱いは特に注意
「住宅防火」命を守る７つのポイント
　空気が乾燥し、暖房器具など火気を使う機会が多く、
火災が発生しやすい冬。火の取扱いにくれぐれも注意し
ましょう。

住宅防火　命を守る７つのポイント

【３つの習慣】
・寝たばこは絶対しない
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用
・ガスこんろなどのそばを離れる時は必ず火を消す
【４つの対策】
・逃げ遅れを防ぐため住宅用火災警報器を設置
・寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎製品を使用
・火災を小さいうちに消すため住宅用消火器を設置
・お年寄りや身体の不自由な人を守るため隣近所で協力

大切な人命を救うために
普通救命講習

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた救急蘇生法を習
得できるこの講習会。もしものために、受講ください。
【日時】２月８日・３月８日（土）午前９時～正午
【場所】宇治田原分署【申込み】前日までに電話か来庁

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

　

田
原
交
番
が
移
転
建
て
替
え
と
な

り
、
維
中
前
バ
ス
停
の
東
側
に
新
築

さ
れ
ま
し
た
。
名
称
も
「
宇
治
田
原

町
交
番
」
と
改
め
ら
れ
、
業
務
は
こ

ち
ら
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
用
が

あ
る
場
合
は
、「
宇
治
田
原
町
交
番
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り

（
☎
８
８-

２
１
０
４
）
で
す
。

名
称　

宇
治
田
原
町
交
番

所
在　

大
字
立
川
小
字
平
岡
69
番
地

■問
宇
治
田
原
町
交
番
（
☎
８
８-

２
１

０
４
）

宇治田原町交番

維中前
バス停
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自分で書いて早めの提出

税の申告 役場受付：２月17日月～３月17日月

申告出張受付

※出張会場は混雑が予想されます。なるべく役場へお越しください。
　お住まいの地区以外の出張会場での申告受付はできません。
　各地区の出張日当日、その地域にお住まいの方は役場での申告受付ができません。
　荒木区にお住まいの方は、２月17日～３月17日に役場か税務署へお越しください。

日　　　　　　程 対象地区 会　　場

２月20日㊍ 午前９時30分～11時 高尾 高尾公民館

２月21日㊎ 午後１時～４時 湯屋谷 湯屋谷会館

２月24日㊊ 午後１時～４時 奥山田 奥山田会館

禅定寺会館禅定寺午後１時～４時２月25日㊋

２月27日㊍ 午後１時～４時 緑苑坂 緑苑坂自治会館

立川公民館立川午後１時～４時２月28日㊎

３月 ３ 日㊊ 午後１時～４時 銘城台 銘城台自治会館

岩山会館岩山午後１時～４時３月 ４ 日㊋

３月 ６ 日㊍ 午後１時～４時 郷之口・贄田 郷之口会館

南公民館南（切林・老中）午前９時30分～正午３月 ７ 日㊎

３月 ７ 日㊎ 午後１時～４時 南（符作・名村） 南公民館

　

住
民
税
（
町
・
府
民
税
）、

所
得
税
の
申
告
受
付
を
行
い
ま

す
。
期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
な
る
べ

く
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
受
付
（
役
場
）】

日
時　

２
月
17
日
（
月
）
～
３

月
17
日
（
月
）
午
前
８
時
45
分

～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
除
く
）

場
所　

役
場
１
階
第
１
会
議
室

所
得
税
、
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
個
人
事
業
を
営
む
方
や
配
当
、

不
動
産
の
貸
付
・
売
却
な
ど

の
所
得
が
あ
る
方

・
次
の
給
与
所
得
者
▼
給
与
収

入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
▼
２
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
方
な
ど

※
申
告
義
務
の
な
い
方
で
も
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

や
、
年
度
途
中
の
退
職
等
で

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

場
合
な
ど
は
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
、
復
興
特
別
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、

宇
治
田
原
町
に
住
所
を
有
す
る

方
は
、
平
成
25
年
中
（
平
成
25

年
１
月
～
12
月
）
の
所
得
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す
。

申
告
が
不
要
な
場
合

・
収
入
が
給
与
の
み
で
、
支
払

報
告
書
が
事
業
所
か
ら
提
出

さ
れ
て
い
る

・
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

・
公
的
年
金
収
入
の
み

※
確
定
申
告
が
不
要
の
場
合
で

も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
控

除
や
国
民
健
康
保
険
税
に
係

る
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
控
除
を
受
け
る
に
は

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
中
に
所
得
が
な
い

方
も
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に

申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
物

①
申
告
書
（
税
務
署
、
役
場
か

ら
送
付
さ
れ
て
き
た
方
）

②
印
鑑

③
平
成
25
年
中
の
収
入
金
額
等

の
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収

票
・
支
払
調
書
等
）

④
収
支
内
訳
書
（
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
等
が
あ
る
方
）

⑤
所
得
控
除
の
証
明
書
類
（
国

民
年
金
保
険
料
・
社
会
保
険

料
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
等
の
支
払
証
明
書
、
医

療
費
の
領
収
証
、明
細
書
等
）

⑥
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税

が
還
付
に
な
る
場
合
は
、
申

告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

が
わ
か
る
も
の

※
社
会
保
険
料
の
納
付
金
額
を

確
認
で
き
る
書
類
の
発
行
は
、

▼
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
戸
籍
・

保
険
課
▼
介
護
保
険
料
は
健

康
長
寿
課
で
行
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料

に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除

証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
必
ず

申
告
に
際
し
て
の

お
願
い

　

原
則
、
申
告
は
自
筆
で

す
。
住
所
・
氏
名
な
ど
予

め
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は

必
ず
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
事
業
所
得
の
収

支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除

の
明
細
書
な
ど
は
、
予
め

整
理
・
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
が
作

成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

そ
の
場
で
受
付
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申
告

の
待
ち
時
間
の
短
縮
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
受
付
で
き
な
い
確
定
申
告

　

次
の
場
合
は
宇
治
税
務
署
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
青
色
申
告
を
す
る

・
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
が
あ
る

・
平
成
25
年
中
に
居
住
を
開
始

し
た
方
で
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る

・
こ
の
ほ
か
町
職
員
で
の
判
断

が
難
し
い
場
合

障
害
者
控
除

　

納
税
者
自
身
や
控
除
対
象
配

偶
者
、
扶
養
親
族
が
、
所
得
税

法
上
の
障
害
者
に
当
て
は
ま
る

場
合
に
は
、
所
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
障
害
者

控
除
の
対
象
は
平
成
25
年
12
月

31
日
現
在
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

②
精
神
保
健
指
定
医
な
ど
の
公

的
機
関
に
よ
り
、
知
的
障
が

い
者
と
判
定
さ
れ
た
方

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

④
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
厚
生
労

働
大
臣
に
認
定
さ
れ
て
い
る

方
⑤
常
に
寝
た
き
り
状
態
で
複
雑

な
介
護
を
受
け
て
い
る
方

⑥
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
満
65
歳
以
上
の
方
で
、
障

が
い
の
程
度
が
①
②
に
準
じ

る
も
の
と
し
て
町
長
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
（
毎
年
、

申
請
が
必
要
。
下
表
参
照
）

■問
▼
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と

＝
税
務
・
会
計
課
（
☎
８
８-

６

６
３
３
）
▼
障
害
者
手
帳
に
関

す
る
こ
と
＝
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）
▼
障
害
認
定
書
交

付
に
関
す
る
こ
と
＝
健
康
長
寿

課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

障害者控除認定の基準
控除対象区分 要介護度・認定資料

身体障害者（３級～６級）、精神障
害者（２級～３級）、知的障害者（軽
度・中度）に準じる

要介護１以上で主治医意見書の寝た
きり度Ｂ以上

要介護１以上で主治医意見書の認知
症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上

身体障害者（１級 ･２級）、精神障害
者（１級）、知的障害者（重度）に準
じる

要介護３以上で主治医意見書の寝た
きり度Ｂ以上、認知症高齢者の日常
生活自立度Ⅲ以上

障害者控除

特別障害者
控除

収支内訳書の作成相談会

　営業所得や農業所得など収支内訳書の添付が必要
な方に、収支内訳書の書き方などについての相談会
を開催します。ただし、青色申告決算書の相談は受
付できません。

【日　時】

　２月７日㊎ 午前９時～午後４時30分
　　　　　　　（正午～午後１時除く）

【場　所】
役場１階　第１会議室

【持参する物】
収支内訳書、年間の経費がわかる領収書等

広報うじたわら 平成26年２月号05

宇
治
税
務
署

確
定
申
告
会
場

日
時　

２
月
３
日
（
月
）
～
３

月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

た
だ
し
２
月
23
日
・
３
月
２

日
（
日
）
に
限
り
開
設

※
２
月
14
日
以
前
は
還
付
申
告

に
限
る

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
早
め
に

終
了
す
る
場
合
あ
り

※
申
告
会
場
へ
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
確
定
申
告
会
場

会
場
・
日
程

【
年
金
受
給
者
対
象
】

・
宇
治
市
産
業
会
館
＝
２
月
４

日
（
火
）
～
７
日
（
金
）

【
年
金
受
給
者
・
給
与
所
得
者
・

小
規
模
事
業
者
対
象
】

・
城
陽
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝

２
月
４
日
（
火
）・
５
日
（
水
）

・
京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
＝
２
月
６
日
（
木
）・

７
日
（
金
）

・
宇
治
市
産
業
会
館
＝
２
月
10

日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

・
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
＝
２

月
17
日
（
月
）
～
25
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く
。
時
間
は
午
前
９
時

30
分
～
正
午
／
午
後
１
時
～

４
時
。
混
雑
の
状
況
に
よ
り

早
め
に
終
了

所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税

の
申
告
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

①
自
宅
で
申
告

　

自
宅
で
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
申
告
書
を
作
成
し
、

ネ
ッ
ト
で
提
出
（
送
信
）
で

き
ま
す
。

②
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略

　

医
療
費
の
領
収
証
や
源
泉

徴
収
票
等
の
記
載
内
容
を
入

力
し
て
送
信
す
れ
ば
、
書
類

の
提
出
や
提
示
を
省
略
で
き

ま
す
。（
法
定
申
告
期
限
か

ら
５
年
間
、
税
務
署
か
ら
書

類
の
提
出
や
提
示
を
求
め
ら

れ
る
場
合
あ
り
）。

③
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
還
付
申

告
は
約
３
週
間
で
処
理
さ
れ

ま
す
。

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可

　

確
定
申
告
期
間
中
は
、
24

時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
で

す
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
除

く
）。

ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
際
し

て
は
、電
子
証
明
書
の
取
得（
要

手
数
料
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事
前

準
備
が
必
要
で
す
。
電
子
証
明

書
を
既
に
取
得
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

３
年
。
有
効
期
限
切
れ
の
場
合

は
、更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報
は「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
Ｈ
Ｐ（「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」で

検
索
）
に
掲
載
。

　

操
作
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
☎
０
５

７
０-

０
１-

５
９
０
１
）
へ
。

税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
Ｈ

Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
付

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
限

は
３
月
17
日
（
月
）
で
す
。
申

告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の

送
付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納

税
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な
振

替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
方
へ

消
費
税
法
改
正
等
の
お
知
ら
せ

　

消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含

む
）
の
税
率
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
が
、

平
成
26
年
４
月
１
日
を
含
む
課

税
期
間
（
個
人
事
業
者
の
場
合

は
平
成
26
年
分
）
の
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書

を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
課
税

売
上
げ
・
課
税
仕
入
れ
に
つ
い

て
、
帳
簿
等
で
、
旧
税
率
が
適

用
さ
れ
た
も
の
と
新
税
率
が
適

用
さ
れ
た
も
の
に
区
分
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成
26

年
４
月
１
日
以
降
の
取
引
で

あ
っ
て
も
、
旧
税
率
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

総
額
表
示
義
務
の
特
例

　

消
費
者
向
け
の
価
格
表
示
は
、

税
込
価
格
を
表
示（
総
額
表
示
）

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、「
消
費
税
転
嫁
対

策
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
は
、「
現

に
表
示
す
る
価
格
が
税
込
価
格

で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め

の
措
置
」（
誤
認
防
止
措
置
）

を
講
じ
て
い
る
場
合
に
限
り
、

税
込
価
格
を
表
示（
総
額
表
示
）

し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
消
費
者
の
利
便
性
に

も
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に「
税
込
価
格
」

を
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 　☎44－4141

宇治税務署から
のお知らせ

　問個人課税部門

　（自動音声案内に従い
　 電話機を操作）

所得税の主な改正内容Topics

平成25年分から復興特別所得税
の納付・申告が必要に

　「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要
な財源の確保に関する特別措置法」により、平成25年から復興
特別所得税を所得税と併せて申告・納付する必要があります。
　復興特別所得税は、平成25年から平成49年までの各年分の基
準所得税額に税率 2.1％を乗じて計算します。

【算式】復興特別所得税額＝基準所得税額× 2.1％

給与収入1,500万円超の方の
給与所得控除額の改正

　平成25年分以後の所得税及び復興特別所得税について、給与
等の収入金額が1,500万円を超える場合の給与所得控除額は、定
額の245万円となりました。

給与等の収入金額
給与所得控除額

改正前 改正後

1,000万超～1,500万円
給与等の収入金額×5％

+170万円

給与等の収入金額×5％
+170万円

1,500万円超 245万円

　 忘れず
　復興特別所得税の額
　を記入してください

（基準所得税額×2.1％）

バイク・軽自動車など廃車・名義変更はお早めに

　毎年４月１日現在で登録されている軽４輪、原付、バイク、
トラクター等に対して軽自動車税が課税されます。使用していない
車両でも、廃車や名義変更の手続きをしないと継続して課税されま
す。お早めに手続きしてください。町外への転出などで車両の定置

場（停めておく所）が変わる場合にも届け出が必要です。

▶125㏄以下のバイク（原付含む）、トラクターなど宇治田原町の
　標識が付いた車両
　■問税務・会計課 ☎88－6633
▶軽自動車（４輪）
　■問府軽自動車検査協会 ☎075－671－0928
▶125㏄超250㏄以下のバイク（軽二輪）、250㏄超のバイク
　（小型二輪）
　■問京都陸運支局 ☎050－5540－2061

建物を取り壊したときは申告を

　所有している家屋（住宅、店舗、工場、倉庫など固定資産税が課
税されている建物）を取り壊されたときは、申告してください。申
告をしないと、家屋が無いにもかかわらず固定資産税が課税される
ことがあります。

■問税務・会計課 ☎88－6633

info



子 育 て 支 援
センター事業

２月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30 ～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。

February 2014 06

子育て通信

■問地域子育て支援センター ☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容
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 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

３／１　　　

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　25日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

■問 保健センター ☎88－6636
保健センターだより

今月の
保健・予防日程

一般・乳幼児健康相談○予
　10日㊊、25日㊋　午前９時～11時受付
BCG予防接種
　12日㊌　午後１時15分～２時受付
幼児健康診査
　28日㊎　午後１時～１時30分受付
乳幼児身体計測○予
　28日㊎　午後２時～３時
がん検診（乳・子宮）・骨粗しょう症検診
　14日㊎、17日㊊、18日㊋　午後１時～３時
＊以上はいずれも保健センター

マタニティ教室（ハローベイビー編）○予
　７日㊎　午前10時～正午
　子育て支援センター

○予 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

■問 ･■申 在宅介護支援センター ☎88－5784

Health　center

交流会（総合文化センター）
19日㊌【午前】

おやじエクササイズ（総合文化センター）
28日㊎【午前】

高尾公民館　　14日㊎【午後】
郷之口会館　　５日㊌【午前】
銘城台自治会館　　６日㊍【午前】
荒木（やすらぎ荘）　４日㊋【午後】
南公民館　　13日㊍、27日㊍【午前】
岩山会館　　７日㊎【午前】
緑苑坂自治会館　　20日㊍【午前】
禅定寺会館　　21日㊎【午前】
立川公民館　　28日㊎【午後】
湯屋谷会館　　４日㊋【午前】
奥山田会館　　14日㊎【午前】

＊【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後 ２ 時～４時

よく聞かれる子育て　　＆　　～食事編～

「あそびたい、楽しい」
玩具は生活の中にあります。

　小さなお子さんの成長に合わせた食事は、子育てで悩むポイントの
一つ。「どのタイミングで次のステップに進む」というのが、乳幼児相
談で多く寄せられる質問です。今回はその内容についてご紹介します。

離乳食はいつ頃から、どのように始める
のがいいのでしょうか？
　赤ちゃんの発達に個人差がありますが、次の様子
が見られる生後５、６か月頃からスタートします。
①首のすわりがしっかりしている。
②よだれがよく出る。
③スプーンなどを口に入れても舌で押し出すことが

少なくなる。
④親が食べるのをじっと見る。食べたそうに口を動

かす。
　たくさん食べるよりも口に入った離乳食を、唇を
とじて飲み込むことが大切なこの時期。まずはアレ
ルギーの心配が少ないつぶしがゆから始め、野菜、
豆腐、白身魚などを試していきます。準備食として
の果汁、スープは特に必要ありません。初めはうま
くいかなくても、だんだん上手に食べられるように
なります。焦らず、何よりも楽しい雰囲気で少しず
つ進めましょう。
▶次回の離乳食教室は、３月４日㊋午前10時～正
午、保健センター（要予約）で。

母乳をやめる時期（卒乳）は、いつ頃でしょ
うか？
　目安は１歳半～２歳頃ですが、近年、無理にやめ
させる必要はないという考え方もあり、いつまでに

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ヨチヨチ広場

玩具作り

10：00～11：30
保育所ホール

まいまい
あそびの広場

親子であそぼう

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

10：00～正午
南公民館

まいまい
おでかけ広場

豆まき

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル　19日㊌ 10：30～　みんなの家
わらべうたサークル　25日㊋ 10：15～　銘城台自治会館
ママ＇sアクション　　　26日㊌ 10：30～　みんなの家

18

11

　・茶ッピー
パンケーキ・エコ
スープを作ります。
予約制になってい
　ます。

10：00～正午
銘城台自治会館

まいまい
おでかけ広場

わらべうた
おにごっこ

10：00～正午
子育て支援センター

まいまい
おでかけ広場

交流会

砂や土に触れることで子どもは癒され、精神が安定。
作り、崩す、自由に変化。砂は最高の玩具です。

やめなければならないというものではありません。
離乳食が進んで、赤ちゃんが次第に母乳を飲まなく
なり、自然に卒乳するのが理想でしょう。
　お腹がすいていなくても、退屈になると何となく
おっぱいを欲しがることがありますが、この場合は、
お話やおもちゃ、絵本、歌、外に連れ出すなどして、
何かに夢中にさせることによって、おっぱいをやめ
させることも試してみましょう。
　ママと赤ちゃんがお互い負担のないようにゆっく
り進めていってください。卒乳をいつにするかは、
ママと赤ちゃんしだいです。

刺身、サラダなどの生ものはいつ頃から
食べさせてよいのでしょうか？
　生野菜は、離乳食が完了する頃（１歳～１歳半）
を目安にしますが、生の葉物は上あごに密着して食
べにくく、食材によっては固いものもあるため、野
菜の切り方や鮮度、衛生面に十分配慮し、食べさせ
てあげましょう。
　刺身は、魚の種類、鮮度によっても違いますが、
３歳頃から健康状態をみて、体調のよいときに少量
ずつ食べさせてあげましょう。
　乳歯が生え揃う３歳頃までは、まだまだ噛む力が
未熟で、消化機能も未発達です。細菌に対する抵抗
力も弱いので、くれぐれも食中毒には注意しましょ
う。

「みんなの家」開放日
毎週水 ･ 金曜日　10：00～15：00
子どもとあそんだりおしゃべり
に利用しましょう！

10：00～正午
維孝館中学校調理室

まいまい食育広場

親子クッキング

10：00～正午
禅定寺会館

まいまい
おでかけ広場

お雛様作り

10：00～正午
子育て支援センター

まいまい
ネンネ広場

マタニティ教室との
合同実施

建国記念の日

立春節分

子育ての
ヒケツ

赤ちゃん
子ども
たちの

ちぎる、丸める、のばす、たたく。思いどおりの形
に。自分で楽しみながら学んでいきます。

切る、丸める、投げる、折る。一枚の紙がいろいろ
な形に。新聞、広告紙、雑誌、いくら破っても気に
なりません。

端切れさえあれば出したりつまんだり、「いないい
ないば～」をしたり、ゆらしたり、色々できますよ。

積み木は積んでは崩し、また組み立てる。ブロック
は、はめてははずし、はずしてははめる。繰り返し
により、立体的に組み立てる工夫や、思ったとおり
の形を作ることができるようになります。

布

積 み 木
ブロック

紙

粘土

砂

Q A

バレエ講師と
一緒にあそび
ましょう

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先
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講　

座

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前 9:00～12:00・午後 2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

■問 ･■申総務課（☎88－6631）

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

茶
史
講
座
「
古
文
書
を
読
む
」

社協通信

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）

▶福祉サービス利用援助事業＝福祉サービス利用者の保護と自己決定
の支援を目的にした事業です。相談から契約、サービスの提供まで、社
会福祉協議会の「専門員」と「生活支援員」がお手伝いします。プライバ
シーは必ず守ります。安心してご利用ください。
▶権利擁護相談　毎月第４水曜　午後１時～４時

　

平
成
20
年
か
ら
町
で
は
、「
茶
」

の
関
係
資
料
の
収
集
・
調
査
を

行
い
、
宇
治
田
原
町
独
自
の
茶

史
の
編
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
調
査
を

も
と
に
し
た
古
文
書
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

❶「
明
治
初
期
茶
問
屋
と
の
取

引
記
録
を
読
む
」

日
時　

３
月
６
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～

講
師　

精
華
町
教
育
委
員
会
古

文
書
等
調
査
員　

中
川
博
勝
さ

ん❷「
江
戸
積
み
出
し
茶
の
廻
船

業
者
に
つ
い
て
」

日
時　

３
月
13
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～

講
師　

町
古
文
書
調
査
員　

加

島
美
和
さ
ん

❸「
関
東
御
用
以
前
の
緑
茶
販

売
の
禁
止
に
つ
い
て
」

日
時　

３
月
20
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～

講
師　

奈
良
女
子
大
学
講
師
・

町
茶
史
調
査
指
導
員　

島
津
良

子
さ
ん

共
通
事
項

対
象　

町
内
在
住・在
勤
者（
成
人
）

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

定
員　

各
回
先
着
15
人

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

相　

談

南
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

日
時　

２
月
７
日
（
金
）
午
後
１

時
～
４
時
（
要
予
約
・
先
着
順
）

場
所　

役
場

相
談
時
間　

１
人
30
分
間

備
考　

高
齢
者
・
障
が
い
者
を

対
象
と
し
た
出
張
相
談
あ
り
。

病
院
・
老
人
福
祉
施
設
、
ご
自

宅
な
ど
に
伺
い
ま
す
。
希
望
者

は
京
都
弁
護
士
会
（
☎
０
７
５-

２
３
１-

２
３
７
８
）
ま
で

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８

８-

６
６
３
４
）

京
都
地
方
法
務
局
休
日
相
談
所

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
六

地
蔵
店
１
階
円
形
広
場

相
談
内
容　

登
記
、人
権
、戸
籍
、

成
年
後
見
、
国
籍
、
供
託
、
遺

言
書
・
公
正
証
書
な
ど

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
公
証
人

申
込
期
間　

２
月
３
日
（
月
）
～

14
日
（
金
）

そ
の
他　

秘
密
厳
守
。予
約
優
先
、

当
日
の
相
談
も
可

■問
・
■申
京
都
地
方
法
務
局
宇
治

支
局
（
☎
２
４-

４
１
２
２
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
２
月
５
・

12
・
19
・
26
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時　

２
月
12
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

場
所　

山
城
北
保
健
所

対
象　

膠
原
病
や
そ
の
疑
い
が

あ
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族

※
膠
原
病
＝
免
疫
異
常
な
ど
で

皮
膚
、
関
節
、
筋
肉
、
血
管

な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

京
都
第
一
赤
十
字
病

院
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ
ウ
マ

チ
科
医
師　

福
田
亙
さ
ん

定
員　

先
着
６
人

受
付
開
始　

２
月
３
日
（
月
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
（
☎
２

１-

２
９
１
１
）

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

「
不
適
切
な
食
品
表
示
」

　

消
費
者
は
誰
も
が
、
よ
り
良

い
も
の
を
選
択
し
よ
う
と
行
動

し
ま
す
。
そ
の
と
き
頼
り
に
す

る
の
が
表
示
で
す
。
と
こ
ろ
が

昨
年
秋
、
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
で

不
適
切
な
食
品
表
示
が
相
次
い

で
発
覚
し
、
社
会
問
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、

国
内
外
の
日
本
の
「
食
」
に
対

す
る
信
頼
を
損
な
い
、
ひ
い
て

は
日
本
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
と
、
政
府
で
は
今

後
、
法
律
を
改
正
し
、
対
処
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
を
予
定
し
て
い
る
の
は

「
景
表
法
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

「
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示

防
止
法
」。
過
大
な
景
品
や
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
の
虚
偽

表
示
を
規
制
し
、
消
費
者
の
利

益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
法
律

で
す
。
今
般
、
事
業
者
の
「
法

律
に
対
す
る
認
識
が
甘
い
」
こ

と
が
露
呈
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
①
再
発
防

止
措
置
を
命
令
す
る
権
限
を
都

道
府
県
に
与
え
る
②
立
ち
入
り

検
査
権
限
を
関
係
省
庁
に
拡
大

③
一
般
消
費
者
に
よ
る
「
食
品

表
示
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
を
創
設

④
事
業
者
に
「
表
示
管
理
責
任

者
」
の
設
置
を
義
務
付
け
る
⑤

違
反
に
対
す
る
課
徴
金
制
度
を

新
設

－

な
ど
。
法
律
の
実
効
性

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
も
、
事
業
者
も
関
心

を
寄
せ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
相
談
日
時　

18
・
25
日（
火
）

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時

～
４
時

※
11
日
が
祝
日
の
た
め
18
日
に

振
替
え

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５

７
０-

０
６
４-

３
７
０

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６

６
３
８
）

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.155　壬生菜とかぶのサラダ

（１人分） エネルギー 82kcal　蛋白質 7.5ｇ　脂質 2.2ｇ　カルシウム 104mg　塩分 0.9ｇ

 今月の食改さん

浅田冨美子さん
 第１班（湯屋谷）

　地元野菜を活用し
たヘルシーレシピで
す。好みにより、こ
しょう、オリーブオ
イルを用い味の広が
りを楽しんで下さい。

作り方

１ 壬生菜は洗って３～４㎝に切る。

２ ①かぶの皮はむいて細切りにする。

３ えのきだけ、しめじは熱湯でサッ
とゆでる。

４ にんじんは皮をむき、３～４㎝に
千切りにする。

５ ①～④とカニかまぼこ、細切りハ
ムを和え器に盛り、レモン汁をか
ける。

壬生菜は葉がへらの形をしています。
ビタミンＣが豊富です。
風邪予防や疲労回復、肌荒れなどに
効果があります！

材　料

壬生菜……100g
かぶ……280g（中１/３個）
えのきだけ……100g
しめじ……100g
にんじん……50g
カニかまぼこ……100g
細切りハム……50g
レモン汁……適量

（4人分）

高齢の方
障がいのある方へ 安心して生活できるようお手伝い

こんなことで困ったことはありませんか？

福祉サービス
ってどんなの？

公共料金の支払い
が不安

役所からの書類が
よくわからない

通帳をどこに
しまったか忘れる
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■問 町立図書館　☎88－5852図 書 館 だ よ り

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

お
に
よ
り
つ
よ
い

お
よ
め
さ
ん

井
上
よ
う
子 

作

　

豆
ま
き
で
追
い
払
う
、

こ
わ
い
鬼
で
す
が
、
中
で

も
こ
の
鬼
は
乱
暴
者
で
、

あ
ち
こ
ち
の
村
で
人
を
困

ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
村
一
番
の
嫁

を
よ
こ
せ
と
大
暴
れ
。

　

皆
が
嫌
が
る
中
、
嫁
に

や
っ
て
き
た
の
は
、
と
ら

と
い
う
、
で
っ
か
い
む
す

め
で
、
こ
れ
が
ま
ぁ･･･

。

　

最
後
に
は
、
読
み
手
を

幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く

れ
る
絵
本
で
す
。

日
本
の
風
俗
起
源
が

よ
く
わ
か
る
本

樋
口
清
之 

著

　

節
分
と
い
え
ば
、
豆
ま

き
し
て
、
恵
方
巻
を
食
べ

る
。
こ
の
よ
う
な
年
中
行

事
は
、
ど
の
よ
う
に
始
ま

り
、
ど
ん
な
意
味
を
持
つ

の
で
し
ょ
う
か
？

　

本
書
は
、
年
中
行
事
や

人
生
儀
礼
と
い
っ
た
堅
苦

し
い
よ
う
な
も
の
だ
け
で

な
く
、
挨
拶
や
生
活
習
慣

の
始
ま
り
な
ど
も
教
え
く

れ
ま
す
。も
の
の
起
源
は
、

諸
説
あ
り
、
絶
対
に
正
し

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の

「
な
る
ほ
ど
」
を
く
れ
る

一
冊
で
す
。

平
成
26
年
度
放
課
後
児
童
健
全

育
成
施
設（
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
）

入
所
申
請

募　

集

お
知
ら
せ

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

平
成
26
年
度
臨
時
職
員
（
ア

ル
バ
イ
ト
）
の
登
録
者
募
集

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
で
満
18
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

２
月
３
日
（
月
）
～

28
日
（
金
）〔
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く
〕

手
続
き　

登
録
申
込
書
（
顔
写

真
貼
付
）
に
必
要
書
類
を
添
付

し
提
出
。
申
込
書
は
職
種
ご
と

の
申
込
先
で
配
布
。町
Ｈ
Ｐ（
教

育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
資
格
が
必
要
な
職

種
は
免
許
証
・
資
格
証
明
等
の

写
し
提
出

登
録
・
採
用　

❶
登
録
＝
申
込
者

を
臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
へ
❷

有
効
期
間
＝
平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
❸
採

用
＝
職
員
に
短
期
的
欠
員
等
が

生
じ
た
場
合
に
名
簿
登
録
者
の

中
か
ら
採
用
❹
採
用
期
間
＝
必

要
に
応
じ
て
❺
賃
金
＝
臨
時
職

員
取
扱
規
程
に
基
づ
く

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

＝
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
は
大
卒
（
見
込

含
）。
大
学
院
修
士
取
得
者（
海

上
技
術
幹
部
候
補
生
志
願
者

は
理
工
学
修
士
取
得
者
に
限

る
）と
自
衛
官
は
28
歳
未
満
）

②
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤

科
）
＝
専
門
の
大
卒
（
見
込

含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
（
薬
剤
は
20
歳
以
上
26
歳

未
満
。
薬
学
修
士
取
得
者
は

28
歳
未
満
）

③
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
＝

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

④
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）
＝

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ

り
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）

申
込
期
限　

①
②
＝
４
月
25
日

（
金
）
③
④
＝
４
月
２
日
（
水
）

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

対
象　

町
立
小
学
校
に
在
学
す

る
１
～
４
年
生
の
児
童
で
、
放

課
後
に
家
庭
で
の
必
要
な
保
護

が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

申
請
書
の
配
布　

▼
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
教
育
委
員
会
教
育
課

で
２
月
３
日
か
ら
配
布
▼
新
１

年
生
は
、
小
学
校
入
学
説
明
会

（
田
原
・
宇
治
田
原
小
２
月
７

日
）
で
も
配
布
▼
元
気
っ
子
ク

ラ
ブ
に
備
付
け

入
所
の
決
定　

申
請
書
に
基
づ
き

審
査
の
う
え
決
定

受
付
期
間　

２
月
17
日
（
月
）
～

21
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※
21
日
は
午
後
７
時
ま
で
受
付

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

高
校
通
学
費
補
助
の
申
請

対
象　

町
内
に
在
住
し
、
高
等

学
校
（
専
修
学
校
等
含
む
）
に

通
学
を
し
て
い
る
生
徒
の
保
護

者
（
支
給
期
間
は
中
学
校
卒
業

後
３
年
間
）

補
助
額　

▼
定
期
券
で
通
学
＝

定
期
購
入
額
の
年
間
合
計
額
か

ら
初
乗
り
運
賃
相
当
の
定
期
購

入
額
を
控
除
し
た
額
の
２
／
３

▼
定
期
券
以
外
で
通
学
＝
定
期

購
入
額
の
年
間
合
計
額
か
ら
初

乗
り
運
賃
相
当
の
定
期
購
入
額

を
控
除
し
た
額
の
１
／
２

申
請
期
間　

３
月
３
日
（
月
）
～

31
日
（
月
）

提
出
書
類　

①
申
請
書
②
▼
定

期
券
で
通
学
＝
通
学
定
期
券
の

写
し
（
各
学
期
・
各
月
分
）
▼
他
の

手
段
で
通
学
＝
学
生
証
の
写
し

※
定
期
の
写
し
を
紛
失
し
た
場

合
、
そ
の
期
間
は
補
助
率
が

低
く
な
り
ま
す
。

備
考　

申
請
書
は
２
月
14
日（
金
）

か
ら
教
育
委
員
会
教
育
課
、
役

場
１
階
、
京
阪
宇
治
バ
ス
定
期
券

販
売
窓
口
に
備
付
け
。
維
中
前

バ
ス
停
、京
阪
バ
ス
宇
治
車
庫
、

近
鉄
大
久
保
駅
、
近
鉄
新
田
辺

駅
の
定
期
券
出
張
販
売
期
間
に

備
付
け
。
申
請
書
は
教
育
委
員

会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

緊
急
就
学
等
支
援
対
策
事
業　

景

気
低
迷
や
離
職
・
倒
産
等
で
収←

休館日　毎週火曜日
　12日（水・振替休館日）
　27日（木・館内整理日）
おはなし会
　① ８ 日（土） 11：00～
　②22日（土） 11：00～
「絵本のじかん」交流会
　27日（木） 10：00～

今月の予定

Event　info

図書館リサイクル市

　保存期間の過ぎた雑誌、図書館で使用しなく
なった本を、自由にお持ち帰りいただけます。

　２月16日日　午前10時～

午前９時45分～会場前で整理券を配布
※本が無くなり次第終了します。

会場　総合文化センター研修室１
注意　・混雑を避けるため、開始時は入場制限を
　　　　かける場合があります。
　　　・１回の入場につき10冊まで(再入場可)。
　　　・資料を持ち帰るバックを持参ください。

募集職種と資格
職種 応募資格 問 ･申

・事務職員 高等学校卒業程度の学力を有する方

総務課
☎88－6631

・保育士 保育士資格を有する方
・保育士助手 高等学校卒業程度の学力を有する方
・保健師
・助産師
・看護師
・栄養士
・歯科衛生士
・介護支援専門員
・社会福祉士

各種免許等を有する方

・介護保険訪問調査員 介護支援専門員、保健師、看護師の
いずれかの資格を有する方

・給食調理員
・清掃作業員
・宿日直員
・自動車運転手

―

　教育委員会臨時職員

・図書館アルバイト
・放課後児童健全育成
　臨時指導員
・社会体育施設管理員

―
教育委員会
教育課
☎88－5850

病魔退散 
高尾地区 縁たたき

　高尾地区に伝わる「縁たたき」が阿弥陀寺
であり、住職が無言で読経する約20分間、
男性６人は持ち寄った青竹を軒下の板に「バ
シ、バシ」と叩き付けました。縁たたきは、
同寺の本堂にまつられ荒行を好んだとされる
薬師如来を喜ばせ、集落から病魔を退散させ
ようとしたのが起源とされます。念仏終了の
鐘が鳴ると、男性たちは竹を大きく振りかぶっ
て叩き割り、無病息災を願いました。

田原っ子とんどまつり
破竹音に歓声

　子どもたちに伝統行事を体験してもらおう
と、田原小学
校運動場で田
原っ子とんど
まつりが行わ
れました。郷
之口老人クラ
ブ「郷寿会」
の上田明男さ
んから小正月
の 伝 統 行 事

「とんど」の
説明を聞いた
あと、児童会
会長の和田侑
也くんらが点
火。大きな破
竹音とともに
子どもたちの
書き初めが天
高く舞い上が
りました。

1／　14

1／　15
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便
利
な
携
帯
電
話
と

子
ど
も

 

お
正
月
、
家
族
団
ら
ん

　
　
　

で
過
ご
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の

お
子
さ
ん
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
親
御
さ
ん
は
子
ど
も
さ
ん

と
こ
ん
な
話
を
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
こ
の
頃

ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い

る
、
携
帯
電
話
を
使
っ
て
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ

２
人
の
子
ど
も
か
ら
勧
め
ら

れ
、私
は
昨
夏
、「
ガ
ラ
ケ
ー
」

か
ら
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

に
買
い
替
え
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
小
型
で
軽

く
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
文
字

は
大
き
く
、
ま
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
も
の
を
し
た

り
と
便
利
で
す
。

　

携
帯
電
話
が
便
利
に
進
化

す
る
一
方
で
、
携
帯
電
話
に

関
す
る
問
題
や
事
件
を
ニ
ュ
ー

ス
で
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
の
い
じ

め
や
個
人
情
報
の
流
出
、
有

害
サ
イ
ト
、高
額
請
求
と
い
っ

た
問
題
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

LIN
E

（
ラ
イ
ン
）
や

F
acebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）、Tw

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
、

便
利
な
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も

一
歩
間
違
っ
た
ら
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
四

六
時
中
携
帯
電
話
を
触
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
携

帯
電
話
を
見
て
い
な
い
と
、

落
ち
着
か
な
い
、
安
心
で
き

な
い
と
い
っ
た
、
携
帯
依
存

の
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

夜
遅
く
ま
で
、
メ
ー
ル
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
夢
中
に
な
っ

た
り
、
勉
強
中
も
食
事
中
も

触
っ
た
り
。
学
力
の
低
下
や

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
直
結
し

ま
す
。
掲
示
板
・
ブ
ロ
グ
や

学
校
の
裏
サ
イ
ト
で
の
誹
謗

中
傷
の
書
き
込
み
な
ど
は
い

じ
め
の
温
床
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
を
持
つ
場
合
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
親
の
一
方
的
な
ル
ー
ル

に
な
ら
な
い
よ
う
親
子
で
話

し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ル
を
決

め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

大
人
の
私
達
に
も
言
え
る

こ
と
で
す
が
、
画
面
を
見
な

が
ら
の
歩
行
や
自
転
車
で
の

走
行
は
危
険
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
周
囲
を
巻
き
込
み
、

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
は
便
利
な
物
で

す
が
、
そ
れ
を
取
り
扱
う
私

達
一
人
ひ
と
り
に
は
、
利
用

に
当
た
っ
て
の
十
分
な
注
意

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

モニター通信

広報モニター
宮西　利美さん（高尾）

入
が
激
減
し
た
家
庭
に
つ
い
て

は
、
家
計
負
担
の
軽
減
の
た
め

補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す
。
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

教
育
講
演
会
と

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
や
教

育
、
子
育
て
の
こ
と
に
つ
い
て

一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ　
「
困
っ
た
子
は
困
っ
て

い
る
子
」
～
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
考
え
る
～

講
師　

北
九
州
市
立
大
学
教
授

楠
凡
之
さ
ん　

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後

６
時
～
９
時

場
所　

木
津
川
市
中
央
交
流
会

館
「
い
ず
み
ホ
ー
ル
」

■問
京
都
南
部
少
年
・
少
女
自
立

支
援
の
会
「
青
空
」（
☎
０
８

０-

２
５
０
２-

５
１
５
９
）

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所　

京
都
テ
ル
サ

対
象　

今
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
（
兄
弟
も
参
加
可
）

内
容　

知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
贈
呈
、

記
念
撮
影
な
ど

申
込
み　

は
が
き
に
「
知
事
と

新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
参
加

希
望
」
と
明
記
し
、
▼
住
所
▼

電
話
番
号
▼
保
護
者
名
▼
新
入

学
児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹

の
名
前
、
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月

日
、
性
別
▼
自
宅
か
ら
の
交
通

手
段
と
経
費
（
片
道
分
の
経
費

と
人
数
）
を
記
入
し
郵
送

申
込
期
限　

２
月
20
日
（
木
）

■問
・
■申
母
子
家
庭
の
方
＝
京
都

府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎

０
７
５-

２
２
３-

１
３
６
０
）

／
父
子
家
庭
の
方
＝
京
都
府
民

生
児
童
委
員
協
議
会
（
☎
０
７

５-

２
５
６-

７
０
８
３
）
住
所
は

い
ず
れ
も
〒
６
０
４-

０
８
７
４

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸

東
入
る
清
水
町
３
７
５　

府
立

総
合
福
祉
会
館
内

平
成
26
年
度
小
・
中
学
校
施
設

使
用
団
体
の
登
録

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者
の

み
の
10
人
以
上
の
団
体

※
継
続
の
場
合
も
手
続
き
必
要

受
付
期
間　

２
月
３
日
（
月
）
～

16
日
（
日
）〔
火
曜
日
除
く
〕

申
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

備
考　

教
育
委
員
会
か
ら
許
可

書
を
発
行
後
、
施
設
を
使
用
で

き
ま
す
。

■問
・
■申
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４
５
６
７
）

家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

　

介
護
は
家
族
だ
け
で
抱
え
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

者
同
士
交
流
し
、
情
報
交
換
を

し
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
「
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
」
か
ら
、

介
護
経
験
の
あ
る
相
談
員
を
招

き
、
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
認

知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
家

族
を
介
護
し
て
い
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
介

護
と
い
う
同
じ
経
験
を
し
て
い

る
方
と
話
を
し
た
り
聞
い
た
り

す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-

３
７
１
９
）

高
齢
者
世
帯
へ
の
火
災
警
報
器

の
設
置
助
成

　

火
災
の
発
生
を
早
期
に
知
ら

せ
る
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
へ

の
設
置
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

か
全
員
が
65
歳
以
上
の
世
帯

※
既
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し

領
収
書
を
お
持
ち
の
方

助
成
額　

必
要
経
費
の
１
／
２

（
１
基
に
つ
き
上
限
２
，５
０
０

円
。
３
基
ま
で
）

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

保
証
料
の
補
給
制
度

　

京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

の
う
ち
、
対
象
と
な
る
融
資
制

度
を
利
用
の
場
合
は
、
保
証
料

の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

対
象
融
資
制
度　

▼
小
規
模
企
業

お
う
え
ん
融
資
▼
経
営
発
展
支

援
融
資
（
設
備
投
資
内
災
害
復

旧
）
▼
経
営
支
援
緊
急
融
資
▼

東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資
（
復

興
緊
急
資
金
）

対
象
者　

平
成
25
年
中
に
利
用

し
た
方
（
年
２
回
以
上
融
資
を

受
け
た
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１

回
）

申
請
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

※
町
税
の
滞
納
が
な
い
な
ど
の

要
件
あ
り
。
保
証
協
会
等
か

ら
の
情
報
提
供
で
、
交
付
対

象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
別
途
通
知

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

改
定
案
の
縦
覧

　

本
町
で
は
、
市
町
村
が
定
め

る
総
合
的
な
農
業
振
興
の
計
画

で
あ
る
「
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
」
の
改
定
案
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
改
定
案
を
２
月
19

日
（
水
）
ま
で
産
業
振
興
課
で

縦
覧
し
て
い
ま
す
。

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
の
無
料
配
布

（
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
）

対
象　

組
合
管
内
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
間　

２
月
４
日
（
火
）
～

28
日
（
金
）

配
布
期
間　

３
月
３
日
（
月
）
～

14
日
（
金
）〔
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く
〕
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
正
午
～
午
後
１
時
除
く
）

※
要
事
前
申
込
み

場
所　

奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

配
布
方
法　

軽
ト
ラ
ッ
ク
～
４
ｔ

ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
で
各
自
配

布
場
所
か
ら
搬
出

■問
・
■申
城
南
衛
生
管
理
組
合
奥

山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
３-

３
５
８
１
・
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）

平
成
26
年
度
男
女
共
同
参
画

週
間
（
６
月
23
日
～
29
日
）

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

募金活動
にご協力
ありがとう
ございました

赤い羽根共同募金
1,024,052円

歳末たすけあい運動
1,015,204円

　昨年10月にご協力いただいた赤い羽根共
同募金は、京都府共同募金会を通じて社会福
祉施設や市町村社会福祉協議会に配分され、
様々な福祉事業に活用されます。
　昨年12月にご協力いただいた歳末たすけ
あい運動の募金は、町社会福祉協議会を通じ
て一人暮らしのお年寄りへのおせち料理の配
食や地域でのふれあいサロンへの助成などに
活用させていただきました。

＊共同募金の使い道は、ホームページ「赤い羽根
　データベースはねっと」でご覧いただけます。

■問福祉課 ☎88－6635
　 社会福祉協議会 ☎88－3294

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
に
は
、
様
々
な
制
度
の
改

革
と
併
せ
て
、「
企
業
人
と
し

て
の
男
性
」
や
、
家
庭
で
働
く

女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

「
家
庭
人
と
し
て
の
男
性
」
な

ど
、
男
性
の
意
識
・
行
動
も
重

要
で
す
。
そ
こ
で
男
性
が
、
企

業
人
と
し
て
も
家
庭
人
と
し
て

も
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、長
時
間
労
働
を
減
ら
し
て
、

女
性
と
共
に
家
事
・
育
児
・
介

護
・
地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く

な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

「
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
」
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.gender.go.jp/

w
eek/w

eek.htm
l

）
参
照
。

応
募
方
法　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

募
集
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
応
募

フ
ォ
ー
ム
」
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
（
１
通
に
つ
き
１
作
品
）・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
等
を
記
入
。
応
募

フ
ォ
ー
ム
以
外
の
応
募
方
法
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

■問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総

務
課
（
☎
０
３-

３
５
８
１-

２

０
２
２
）



　いよいよソチオリンピックが開
幕します。スキージャンプやフィ
ギュアスケート、スノーボード
ハーフパイプなど、楽しみな種目
が目白押し。時差は少ないものの、
開催中は寝不足になりそうです。
　最も楽しみにしているのは、ス
ノーボードクロス。スノーボード
で障害物のあるコースを滑走する
種目で、２大会前のトリノから正
式種目になりました。見所は（決
勝では）４人で一斉に同じコース
を滑るため、選手同士の接触や転
倒が多く何が起こるか、分からな
いこと。このドキドキが今から待
ち遠しいです。　　　　　　（Ｋ）
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くとうてん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

わが家のアイドル。

（左）　松本　颯
りく

斗
と

ちゃん　（９か月）

（中央）浅田　武
たけ

瑠
る

ちゃん　（９か月）

（右）　中尾　誓
せ

那
な

ちゃん　（９か月）
仲良し３人組♡　元気いっぱい大きくなあれ!!

松川　琴
こと

厘
り

ちゃん （２歳11か月）
早いもので４月から幼稚園入園！
楽しみだね

30年間、毎日、高尾までの山道を
往復２時間かけてウォーキングし
ています。（ひ孫の玲斗ちゃん（４
か月）と一緒に撮影）。

元気のヒケツ。

新　政晴さん　（91歳）

みんなに支えられ活動17年間
コツコツと送り続け100㌔達成 切手くんの会

まちには、さまざまな協働のカタチがあります。そんな協働のまちづくりに汗を流す皆さんの活動や取組を紹介するのがコラボスタイルです。

協働のカタチ
　

使　
用
済
み
切
手
な
ど
を
集
め

　
　
　

め
て
、
社
会
に

役
立
て
る
活
動
を
し
て

い
る
「
切
手
く
ん
の
会
」

（
＝
馬
場
千
代
子
会
長
）。

平
成
８
年
の
発
足
以
来
、

月
１
回
の
定
例
会
で
コ
ツ
コ
ツ
と

整
理
作
業
を
行
い
、
国
際
的
な
医

療
活
動
団
体
に
送
っ
た
使
用
済
み

切
手
が
こ
の
ほ
ど
、
累
計
１
０
０

㌔
に
達
し
ま
し
た
。

　

10
㌔
単
位
で
送
ら
れ
る
使
用
済

み
切
手
を
初
め
て
送
っ
た
の
は
平

成
12
年
。
そ
れ
か
ら
13
年
間
を
か

け
て
今
回
、
区
切
り
の
10
回
目
を

送
り
ま
し
た
。
切
手
の
整
理
は
、

切
手
の
縁
か
ら
５
㍉
残
し
て
ハ
サ

ミ
で
切
っ
て
い
く
、
根
気
が
い
る

作
業
。
２
時
間
で
１
０
０
㌘
し
か

で
き
ま
せ
ん
。し
か
し「
メ
ン
バ
ー

同
士
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
作
業
し
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
経
つ
」
と
会
の
メ

ン
バ
ー
は
口
を
揃
え
ま
す
。

　

切
手
く
ん
の
会
は
、
平
成
７
年

に
開
か
れ
た
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
の
受
講
者
が
中
心
と

な
っ
て
「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
役
に
立
て
れ
ば
」
と
、
そ
の
翌

年
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
来
、
使
用
済
み
や
未
使
用
の
切

手
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
収
集
。
使
用
済
み
切

手
は
、
送
付
先
で
10
㌔
１
万
２
千

円
程
度
で
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
り
換

金
さ
れ
国
際
医
療
活
動
に
活
用
。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
は
切
手
に
交
換

し
社
協
に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、

町
内
学
校
や
保
育
所
に
寄
付
。
未

使
用
切
手
と
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

は
、福
祉
ま
つ
り
な
ど
で
販
売
し
、

収
益
を
災
害
支
援
に
募
金
し
て
き

ま
し
た
。

　

馬
場
千
代
子
さ
ん
は

「
続
け
ら
れ
る
の
は
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
切

手
な
ど
は
町
内
公
共
施
設

な
ど
に
置
い
て
い
る
回
収

箱
で
集
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
「
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

ま
と
め
て
送
っ
て
く
れ
る

方
が
い
る
。
町
外
に
い
る

維
孝
館
中
学
校
の
卒
業
生

も
送
っ
て
く
れ
る
」
と
感

謝
。「
人
の
繋
が
り
や
思

い
や
り
を
実
感
で
き
る
こ

と
」
が
や
っ
て
い
て
最
も

う
れ
し
い
こ
と
だ
と
言
い

ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
か
ぎ
り
続
け
て
い
き

た
い
」。

　

宇
治
田
原
町
に
は
豊
か
な

自
然
と
歴
史
的
風
土
の
中
で

生
ま
れ
、
先
人
た
ち
が
今
日
ま

で
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な

文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

禅
定
寺
や
正
寿
院
（
奥
山

田
）
の
仏
像
な
ど
は
国
の
重

要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、

奥
山
田
天
神
社
や
建
藤
神
社

（
禅
定
寺
）
の
本
殿
、
三
社

祭
の
祭
礼
行
事
の
舞
物
は
京

都
府
の
文
化
財
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田

原
小
学
校
校
門
や
永
谷
宗
圓

翁
生
家
な
ど
は
町
独
自
の
大

切
な
文
化
財
と
し
て
町
が
指

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
町
内
で
出
土
す
る
化

石
や
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域

の
伝
統
行
事
、
史
跡
、
景
観

な
ど
文
化
遺
産
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
文
化
財

の
中
か
ら
登
録
や
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
を
含
め
て
、
平

成
２
年
に
69
の
文
化
財
を

「
文
化
財
百
選
」
と
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、『
文

化
「
財さ

い

」
発
見
』
と
題
し
て
、
こ

う
し
た
文
化
財
や
身
近
に
あ

る
知
ら
れ
ざ
る
文
化
財
を
紹

介
し
、
ま
ち
の
歴
史
を
ひ
も
解

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■問
文
化
財
保
護
委
員
会
事
務

局
（
教
育
委
員
会
教
育
課
内

☎
８
８-

５
８
５
０
）

文化「財
さい

」発見
まちの隠れた歴史めぐり　①

文化財百選から

↑使用済み切手の回収箱は、
やすらぎ荘、住民体育館、小・
中学校、商工センター、役場、
郵便局などに設置。多量の場
合は直接、社協までお願いし
ます。

100㌔達成を喜ぶ「切手くんの会」メンバー。

→ 天 神 社（ 奥 山
田）。府登録文化
財。神社は小盆地
の西側の小高い丘
に集落を見渡すよ
うに鎮座。本殿全
体 に 彩 色 が 施 さ
れ、若葉・渦・波
文様が随所に見ら
れる。

↑大滝（湯屋谷）。町指定文化財。鷲峰山
系より清流があふれだす。大滝不動尊の使
者は「うなぎ」とされ、うなぎにお酒を飲
ませて滝つぼに放てば、たちまち雲を呼び、
雨を降らすという言い伝えがある。

↑禅定寺の木造十一面観音立
像。国重要文化財。平崇上人が
正暦２年（991）から５年かけて
創建した禅定寺の本尊。量感の
ある体躯表現に平安時代初期様
式の名残が伺えるが、表情は和
風化し、衣文の彫りもおだやか
で、禅定寺が創建された10世
紀末頃の作と思われる。


